










































＋解説 l 巻）のうち、 2 巻目の『再域鴻爪』を底

















が学友会会報（ 8 、 9 号）に掲載されるという形
式をとっている九
先述の通わ、第 6 期生は 1908年の夏に「大旅行」






























































































































































































































































































































































メッド ハルカム君（3）胡土克図（括仏） (4) 
中興桟
帰化城包頭鎮問

















































































































































































































































































表 1 「晋蒙隊」の旅程（明治41 (1908）年）
月日 宿泊・滞在地 月日 宿泊・滞在地
7 月 10 日 上海東亜同文書院発 9 月 1 日 包頭鎮着
（船中泊） 包頭鎮滞在
14 日 天津着 包頭鎮発
天津・北京滞在 帰化城着・滞在
25 日 北京発、西貴市泊 14 日 帰化城発、シヤパノー泊？
26 日 ft'道泊 15 日 シヤパノー泊
27 日 新安保泊 16 日 代暗泊
28 日 宣化府泊？ 17 日 チャンポツ泊
29？日 張家口着 18 日 豊鎮着
張家口滞在 豊鎮滞在
8 月 9 日 張家口発、ハンノルパ泊 21 日 豊鎮発、大同府着？
IO 日 マレンチユイ泊 大同府滞在
11 日 マレンチユイ泊 29 日 大同府発
12 日 ハノーパ一泊 30 日 望関東泊
13 日 ホントアン泊 10月 1 日 旧懐安泊
14 日 ホルスタイン泊 2 日 張家口着
15 日 魁元図泊 張家口滞在
16 日 タイジユヤオツ泊 5 日 張家口発
17 日 タオへロン泊 9 ？日 北京着
18 日 帰化城着 北京・天津滞在
帰化城滞在 20 日 天樟発
28 日 帰化城発、ピクチ一泊 （船中泊）













大同府 O 30 miles 




地名 地形・自然現観 史跡・仏教寺院 土着文化 外来文化 都市経済 日本人 気象その他
北京～ 八述樹に至る山道、八 万里の長域関係（八 馬に乗った議古人、 回数従（土耳古人の 『師範学堂に教 「果物に包める ti!!J 
張家ロ 途儲からは砂醍が多い 逮績の狼燈台跡・底 南京虫・鶴子 子孫）の村（商貨市） 習柿田氏」（宣 （八連鎖～）→「西
高原、その頂上から眺 府関・鉄木真）、賂 →迎送業を営む 化府） 瓜隊』の異名、楊河
める「富谷」と学群 鳴（寺院ほか）、定 から響水震に至る峠
化府の荒廃 での強雨
張家口 張家口を一望できる西 張家口の長城（石椀 ロシア人（露消銀行 山西人が皮貨店 義成7$行（曾院 E民家口～帰化城まで
太平山 製）、張家口の語源、 ほか）、洋務局での その他店舗を営 2 l羽生石井氏が のルート選択（察恰
市街地の構造（下盤 英語のやり取り（「此 む、物流の拠点、 経営、古橋氏）、 間遊牧tL~を通過する
には小城あり） 地 lま北辺第一の要 両替（銅貨→伽l 三井分行｛浦氏） ルート）
W1 と調査を色めら 銭）
れる）
袈家口 コンディ：／ヨンの惑い ハンノルパと鉄木 rハンノルパには人 移住支那人による開 寒気（激しい寒暖
～帰化 道路、禿山、ハンノル 真、オルドスに限る 家三四散在」、蒙古 墜と音量古人の駆逐、 差）、悠鋭、「竹の子
域 パの峻坂→ r登りつく 鉄木耳、荒れ果てた 犬、多〈のモンゴル キャラパン、ローマ 先生 J （マレンチユ
せば約五千尺の高原際 古都カラコルム テント、明瞭廟｛ポ カトリック（ナホー イほかに美しい臼
な〈涯な：統〈なり」、 ールツエイ）、「支那 チエンの教会と白人 の出と月、車中泊を

















帰化城 f北は除山より南は殺 綴遠減（新城。帰化 「人皆何となく風 清耳E大寺のアラビア 交通の要地、「上 衛門、綴速械と lj;·第
虎口に至 3 西は目も遥 域より東北 5 清里の 雅」、明暖教と活仏 人 2 名より回教徒の 流の商人には天 一営の訪問、新式の
かの甥爾今斯砂漠に及 位置にある）と帰化 の概略 事情などを説明して 津人多く天津語 教育を受けつつある
ぷ大平原に五殺繁茂し 城（旧減）の筒ltt な もらう、商人宿での は努力を有す」、 八旗兵と護衛





帰化城 「陰山々脈を北に黄河 王昭君と tlf燦 オボ（その形状と巡 英語を話す洋服姿の 晴天時の竜巻、朔北
～包頭 を闘にせる大平原中を 礼の習慣・「旅客に 土耳其斯坦（トルキ の「俸の合11 き J 雨
鎖 道は通じ借近は牧場良 は好簡の目標」） スタン）人と支那人
I也相半し樹林も処々に の従者（トシユホ）
散在するヰ
包頭鎖 『陰山を静にし阿位普 大きな峨墜（『想、ふ 黄河の鰻料理と貧酒 南海子（「包顕 「天tlt の’克薬商 「九月とは云へ口外
を右にし互は以て王た に是れ甘粛の回教徒 鋲と甘粛との水 林沼」 はべら僚に寒き一日









帰化城 陰山の雪最色、「人姻 得勝口の長城（荒 穴居（清潔で住み心 教会（「プロテスタ r盟鎮は口外移 「雨後の寒気』、『浪
～大同 稀なる "1/i.地に績はるー 廃）、「東方の山上高 地よい） ントのぞE 口外宣教 住民に物資を供 南の寒」は「たまっ
府 大湖』（「代暗泊畔J) く北線のー帝陵を見 師』）、スウェーデン 給する要地とし たものにあらず』、
る」（チンコリヨウ） 人宣教師 3 名ととも て早くより発 銀民府でのもてなし
に大同府へ入械 達」
大同府 極めて雄大な減壁、 r文廟らしきもの、 来日経験のある知 塚本工学問士と 無礼な知県姓、「温
上・下準厳守、石腐 開帳』（雅美な風俗 府、教会常（スウェ 通訳樋口氏 雅の紳士Jで院長（収
寺 と奈良時代を佑仰と ーデン人宣教師がパ 滞）の演説を聞いた
させる婦人のスタイ イオリンとハンドオ ことのある匁IJ{sf, )J;: 










(1) 2006年 ICCS 環境グループの中国調査旅行
とその行程
愛知大学 recs 環境クゃループは、権根勇 COE
フエ ロ ーを団長に、藤田佳久 ・ 宮沢哲男 ・ 大津正
治 ・ 李春利（李教授はフフホ 卜 までの参加） 愛知
大学教授、中園地理科学研究所の宋献王教授、 朱
安新 ICCS 研究補助員、 愛知大学と南聞大学 ・ 人
民大学の二重学位 （博士）を目指す大学院生、宋
教授の下で学ぶ大学院生、筆者 （ただ し、筆者は
補助要員 として参加）の 12人 （ときに 1 3人）の
メ ンバーで中国の北半分を巡検した。 日程は 8 月

















問したあと 、 道中にあるオボを参拝し、 「パオ村」
に戻ってくるというツアーに参加 した。 以下、大







ことを中心にま と め るこ と にする。
われわれが訪ねた村は「希位l栓達（シラハタ）」
村といい、十数世帯が分散して居住 しており、そ
れぞれの家の聞が l ～ l .5km 離れている と いう 。
牧箭のほか、 観光業や馬のレンタル経営がこの村
のおもな生業のよ う だ。われわれは、 l 人あたり
l 時間50元で馬をレンタル した。
訪問した元遊牧民宅 （写真 2 ）は、住居は塀に



























府より羊 l 涯につき 23 ムーの土地が必要とされ、




















































リズム J に近いものが実現しているといってよい ような仕組みができたなら、「エコ・ツーリズ、ム」
だろう。中国では、エコ・ツーリズムのほか、「民 に一歩近づけるといえるのではないだろうか。
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